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２．研究課題名（データベース化に必要ですので課題名の英訳を御記入ください） 
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氏名 所属・職名 参加内容 
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矢部康男 東北大学・准教授 実験補助 

   

                                        

５．参加者が分担した役割（200-400 字程度で記入してください） 

東北大学設置の大型二軸摩擦試験機を用いてスティック・スリップ実験を行った。出発物質には石英、

蛇紋石（リザーダイト/クリソタイル）などを用いた。その結果、スティック・スリップの間隔や応

力降下量は、法線応力やすべり速度に顕著に依存することがわかった。 
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